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東北縦貫自動車道関連公共事業

地内発掘予備調在概報

1 9 7 0 

福島県教育委員会



ま え が き

国土開発幹線自動車道建設法による東北縦貫自動車道は、 南北11 5km、 幅 50

mにわたって本県を縦断する計画のもとに、 去る1月その起工式が行なわれまし

た。

この建設工事に併行して、 各地に圃場整備事業が計画されておりますが、 これ

らの地域の埋蔵文化財を適正に保存するため、 遺跡の所在調査ならびに発掘調査

計画に必要な資料を得る予備調査を実施してまいりました。

この調査報告は、 その結果をまとめたものであります。 この調査のため、 ご多

忙のところ調査を担当された調査員の方々はじめ、 調査にご協力いただいた地元

市町村教育委員会・調査協力員・土地所有者各位に対して深く感謝の意を表しま

す。

昭和4 5年 3月

福島県教育委員会教育長

三本杉 國 雄
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1 遺跡の種別

2 所 在 地

3 調査担当者

4 遺跡の概要

東宮古墳群跡

古墳群跡、土師 須恵散布地

安逹郡本宮町青田字西万風

小 滝 利 意

帳付神社の東方 200 m の丘陵上とその南側傾斜地一帯より、土師、 須恵の散布がみられる。丘陵

上は全面的に開田化されてしまって、遺跡の状態は不明であるが、傾斜面の畑には、巾30m 、 長さ

200 mにわたって散布がみとめられている。故高橋丑太郎氏の調査によるとこの遺跡より、墨書銘

のある土師が出土しているといわれている。

この地域の中心部に、巾 0.3m X 5 m のトレンチ 1 本と、 0. 3 m X 1 m のトレンチ 9 本を設定した

が、遺物の包含は少なかった。

表土下 0. 25 m の黄褐色土層の下に 0. 05 m 厚さの黄色粘土層があり、この層に黒色土が混入し

ており、土器片、木炭、木灰が検出されている。

なお古墳群が以前あったといわれているが墳丘、内部遺構は全くかわらず、その存在を確めるこ

とはできなかった。

試掘の結果、本調査の必要はない。

1 遺跡の種別

2 所 在 地

3 調査担当者

4 遺跡の概要

片 面 山 遺 跡

土師 須恵散布地

安達郡本宮町青田字片面山

小 滝 利 意

帳付神社の西方 500 m の丘陵の東斜面から、開田時人骨の入った長胴形土師器が数個出 土してい

る。この斜面の低部は、水田、上部は野菜畑、果樹園となっている。水田化した 土 地 よ り蓋のあ，

る土師器、 木炭を敷いた上に人骨をおき、土師器をかぶせたものが検出したといわ れている。

果樹園に2 mx 1 mのトレンチを設定したが、遺物包含層の存在はみられなかった。

なお土地 所有地の遠藤芳房氏宅地内よりは、土師片・須恵器皿破片が採集された力＼斜面をけずり

宅地にした際の混入かもしれない。

この遺跡は、開墾時破壊されたとみられ、 本調査の必要はない。
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1 遺跡の種別

2 所 在 地

3 調査担当者

4 遺跡の概要

金 山 古 墳

古墳

安達郡大玉村大字大山字地蔵堂

菅 原 文 也

安達太郎山の南東山ろくの東西に連鎖した台地上にあり、 東北本線の西方、本宮町に隣接してい

る。近くには産土古墳、馬乗地古墳等がある。

径 30 m、高さ5 mの円墳であるが、墳丘の

南部と西部が耕作によりけずりとられている墳

丘 上に桜の木が多数あり、大神宮碑がある。

周囲は野菜畑として利用されているが、 埴輪片

が採集できる。現在まで家型埴輪、朝顔型円筒

埴輪（高さ 0. 79 m)等が出土している。（福

島県史考古資料図録 556 ~ 559) 

台地上にあるので圃場整備事業より除外され

ると思われるが、仮に含まれる場合でも強力に 金 山 古 墳

保存したい。周囲は畑地として利用されており、 基部が耕作者により、けずりとられているので、

早急に柵の設置を望みたい。

1 遺跡の種別

2 所 在 地

3 調査担当者

4 遺跡の概要

産 土 古 墳 群

古墳

安達郡大玉村大字大山字地蔵堂

渡 辺 一 雄

金山古墳との一連の古墳群で、ここには二基の円墳がある。 一つは三渡神社を祀るかなり大きい

もので、直径30 mをこし、墳丘上に神社が建っている。もう 一つは、円墳の墳丘をけずり、産土

神社が安置されている。墳丘をかなりけずっているので、内部遺構も失なわれているのではないか

と思われる。径20 m弱で低い台地上をなし、 周囲の畑より埴輪片の散布がみら れる。

ともに神社が祀ってあるので、関連事業地域より除外されるものと思われる。

- 2 -



1 遺跡の種別

2 所 在 地

3 調査担当者

4 遺跡の概要

大 壇 古

古墳

安達郡大玉村大字玉の井字大壇

菅 原 文 也

墳

安達太郎山の南東山ろ く、玉の井小学校西方の台地上にある。現在桑畑に利用されており、 墳丘
頂部の封土も流失はげしく、原形をとどめず墳丘の形態ははっきりしていないが、 円墳と思われる。

現在径 18 m、高さ 1. 5 mを計測することができる。故高橋丑太郎氏の調査によれば． 土師器片、

鉄製品が出土している。

不 動 滝 遺 跡

1 遺跡の種別 土師散布地

2 所 在 地 ’安達郡大玉村大字玉の井宇不動滝

3 調査担当者 菅 原 文 也

4 遺跡の概要

堂林遺跡の北東約100mにあり、5omx20 mの畑より土師の散布がみられる。散布は東に多いが

周辺の地形からみると、開墾時に遺跡の西方高台が削平され、 その時に堆積されたものと思われる。

従って遺跡は西方高台に存在すると考えられるが、 宅地になっており確認はむずかしい。

予備調査では、西方の高台に東西1mx5mのトレンチを設定し調査する。西で0. 6 m、東で
O. 85 mで地山 に達し、遺物包含層は確認できなかった。表土下 O. 2 mの厚さに黒色土層があり、

その下 0. 4 ~ 0. 65 mに木炭片の含んでいる褐色土層があって、その下に地山である混礫砂土層があ

った o

本調査では遺跡の西方高台の傾斜に直交してトレンチを設定する。中心部は20m X 10 mの地域
と思われる。遺跡の東方は開墾時に盛土したところであまり期待できないが、 数個所にビットを入
れてみる。
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北 畠 遺 跡

1 遺跡の種別

2 所 在 地

3 調査担当者

縄文散布地

安達郡大玉村大字大山字北畠

小 滝 利 意

4 遺跡の概要

杉田川の西南方に発達 した微高地上とその北東部の水田地帯が散布地である。

特 に象田目と草津川部落の中間の水田地帯に以前 から多くの縄文土器の出土がみられ、 現在も僅

かではあるが畔などより縄文片が検 出されているが時期を明確にすることの出来る資料はみられない。

この地域は開田時ブルド ー ザーによ り整地されているので、包含量の存在を確認することは出来

なかった。

この遺跡の北方、草津川部落南側の開田時に、故高橋丑太郎氏が子持曲玉を発見 している。 また

炉跡も発見しているといわれている 。 現 在 で は全地域が開田化されており、予備調査の結果で

は本調査の必要が認められな い。

久 遠 壇 古 墳

1 遺跡の種別

2 所 在 地

3 調査担当者

4 遺跡の概要

古墳

安達郡大玉村大字大山字仲島

小 滝 利 意

大山小学校の西方300 m、周囲よりやや高くな

っている地域を久遠壇又は供養壇とよんでいる。

この微高地は 150 m X 100 mあり、土師 ・須恵

の散布がみられ、 この中心部は高さ 1. 5 m、 径 13

mの円形墳丘をなし、 この墳丘上に五輪塔の一部

と 文化、 天保、 弘化年間の墓碑が数基ある。

墳丘の東方の畑に、3 mx 1 mのトレンチを南北

に設定する。表土下0.7 mまでは、埴輪の破片がま

ばらに検出される力i 深さo.7 ~·o.s mにある黒色

土層には円筒、 形象埴輪片が多数発見された。 久遠壇古項（円箇埴輪出土状況）
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以前この近くにある公民館周囲より円箇埴輪の完形品が出土しているが、 人物埴輪の発見がな

かっ た。 今回の調査では、 人物埴輪の腕の部分が出土している。

本調査は、 中心部 50 mx 50 mの地域の測量と墳丘部、 散布地に 2 m X 20 mのトレンチ数本設

定し、 墳丘内部の調査、墳丘周辺の埴輪の配列調査を中心にしたい。

また土師・須恵包含状態を確認するためトレンチ十数本設定したいのでベルトコンベヤー、 一

輪車などが必要である。

特に散布地には、古墳跡があるのか、 住居跡か予備調査では確認できなかったので充分なる人夫

と調査日程が必要である。近くに大玉村支所があるので、宿舎、 遺物の保管場所などにも利用でき

る。

間 尺 遺 跡

1 遺跡の種別

2 所 在 地

3 調査担当者

4 遺跡の概要

土師散布地

安達郡大玉村大字大山字間尺

永 山 倉 造

破橋部落から乎坦な台地が東にはり出した地域にこの遺跡があり、周囲を水田にかこまれた微高

地約 50 aにわたる畑一帯より、土師の散布がみられる。本調査は中心部 100 m X 50 m = 5, 000 

”’に 2 m X 20 mのトレンチを東西に 10 ~ 15 本設定し、 集落の発見につとめる。

近くにある大山 支所を宿舎とし用具はベルコンと普通の用具で調査できる。

阿5爾陀免 古 墳

l 遺跡の種別

2 所 在 地

3 調査担当者

4 遺跡の概要

大玉村役場東方、道路に接し南側にあ る 径約 20 mの円墳である。この古墳の東北隅に阿弥陀

古墳

安達郡大玉村大字玉の井字境

永 山 倉 造

堂が建っている。このお堂造営時マウンドの一部がけずられている。

墳丘の中心部周辺から土師片の散布がみられるが、阿弥陀堂があるので工事区域よ り除外される

ものと思われる。
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壇 古 墳

1 遺跡の種別

2 所 在 地

3 調査担当者

4 遺跡の概要

古墳

安達郡大玉村大字大山字壇

永 山 倉 造

本宮町に近く、東北本線の東側にある。一見自然の小丘であるが、 北側に花巌岩の石室とみられる

形のものがあり、 また花尚岩の露頭も多数みられる。自然の丘陵をそのまま利用した古墳とみられる。

故高橋丑太郎氏は、 周囲の畑から円筒埴輪を採集している。

工事の進みと併行して実測図の作成、 埴輪の検出、 内部遣構の調査をしたい。

供 養 墳 遺 跡

l 遺跡の種別

2 所 在 地

3 調査担当者

4 遺跡の概要

or 

縄文散布地

安逹郡大玉村大字大山字供養坦

永 山 倉 造

この地域を通る東北縦貫自動車道敷地のセンタ ー の東ゆるやかな台地の東端� 杉田川に面した

水田地帯にこの遺跡がある。

開田時に、 多くの縄文土器が出土しており、 現在でも畔その他より、 羽状縄文片が検出されてい

る。散布は約 10 aにお よぶが中心部 10 m X 30 mを全面発掘し、 住居跡の発見につとめたい。

堂 林 遺 跡

1 遺跡の種別

2 所 在 地

3 調査担当者

4 遺跡の概要

土師・須恵散布地

安達郡大玉村大字玉の井字堂林

渡 辺 一 雄

字堂林72伊藤安 雄氏宅より、 安達太郎川の河岸段丘までの間の畑に土師、 須恵の散布がみられ

る。散布地は約 40 aにおよんでいる。中心部とみられる 20 m X 30 mの地域に、 2 m X 30 mの
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トレンチを数本設定し、 住居跡の発見につとめ、そこを拡張したい。

堂林遺跡の予備調査の際に発見された土

師器、須恵器のう ち、ここには、 高台付坪

形土器の土師器の破片から図上復原して、

図示した。いずれも坪部が欠損している。

1 は、 内黒で褐色を呈し、脚部裏側にロ

クロ整形痕が明瞭に認められる。底は無文

のよう であるが、 中央部は杯部底の上・下

ともやや凹んで薄くなっているよう である。

高台の端の接地する部分は、 ななめに面取

りのよう な整形の痕が認められる。

2 は、 内黒で褐色を 呈し、脚部から底部

全体にロクロ整形痕が認められる。中央部

が 1 と反対に上下にやや厚みを増している。

脚縁部も 1 と同様にななめに整形した為に

できた角がついている。

3は、 やや藩手である。復原の余裕がな

かった為、 全体の復原実測図を掲げられな

かったが、 坪部口縁は極めてう すく、 外反

しまくれているよう である。内黒で、 坪部

外面や底部にはロクロ痕がある。焼きは他 ゜
cm 

5
 

より固い方で、 黄褐色である。高台はあま

り高くない。
堂林遺跡の高台付杯形土器

4は、一番高台の部分が高い。内黒で、 坪底部中央はやや凸になっている。脚部外面には、 横に

整形の細かい筋がわずかに走る。 坪部と高台の部分をつなぎ合わせた跡が底面にわずかに残って

みえる。

ここに図示した 4 ケのほかには、う すい土師器の杯が多い。底部はいずれも糸切底で、 平底であり

内黒 である。 甕形土器の小破片があるが、口縁部は強く外側へ突出し、 胴部は横に条痕が残る。

須恵器は、 長類須恵器壺の破片が数点あるが、 復原すれば全体の形はわかる。ただし口縁部は欠

けている。頸部と胴部は別々につくり、つなぎ合わせたことが裏側からわかる。あまり胴部は張って

おらず、 はがれてはいるが高台付きのようである。

以上のよう な土師器・須恵器群をみると、高台付や糸切痕の存在などから、 時期は奈良 時代まで

さかのぼることができず、 平安 時代初期のものと考えるのが妥当であろう 。
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本 木 遺 跡

1 遺跡の種別

2 所 在 地

3 調査担当者

4 遺跡の概要

縄文散布地

二本松市塩沢字三本木

小 滝 利 意

塩沢小学校の西方にある田地岡遺跡のある丘陵の南方低地で、 伊佐沼と宇通坂より来る道路に狭

まれた一帯の地域で東南方に向ってゆるやかに煩斜し、 水田化された土地までの畑一面に縄文の散

布がみられる。

中心と見られるところを 1 mx 2 m、 1 mx1 mの大きさのトレンチ、 ビットを8 ケ所試掘した

がいずれも0.5~0.7 mぐらいまで、 長芋栽培のため深耕されており、 表土下0.8 mで地山に達 し

ているが、 遺物の包含は全然認められなかった。

この辺 一帯の表面採集では縄文式土器前期前半のものが検出されている。 な お近くの斎藤氏宅に

は表面採集した石ヒ2個と石銀多数が保存されている。

試掘の結果からは、 この遺跡は耕作のため破壊されており、 出土遺物もな いので発掘調査の必要

を認めない。

またこの散布地の南方の台地上には、 多くの縄文の散布がみられ、 以前多くの罷文の完形品を出

土している。

1 遺跡の種別

2 所 在 地

3 調査担当者

4 遺跡の概要

雷 電
今9

遺 跡

土師 ・須恵散布地

福島市信夫町大字平石字雷電前

田 中 正 能

長者屋敷遺跡の南約 1 Km、 南西に傾斜している丘陵にあるの牧草地、 桑畑、 麦畑一帯より》 土師，

・須恵の散布がみられる。

この丘陵の畑を南北に5ヶ所、 5 m間隔に0. 6 m X 0. 6 m、 深さ1 m のビットを設定したが、 い

ずれのピットよりも遺物、 遺構が検出されなかった。最北のピットより、 東へL字型に試掘抗を延

長したところ、 表土下o. 15 mで焼土塊と それをとりまく、 薄い灰 土 層 が 検 出 、灰土層に内黒

土師器片が混入されており、 炉跡の一部が検出された。

本調査は、 中心部50 m X 50 mの地域に2 m X 10 mのトレンチ2~3本程度設定し住居跡の確

認をしたい。
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浜 田 板 碑

1 遺跡の種別

2 所 在 地

3 調査担当者

4 遺跡の概要

板碑

福島市佐倉大字下名倉字浜田

田 中 正 能

佐倉下旧田沼陣屋跡は桑畑となっているが、 その東南端に田沼氏勧請の伏見稲荷が小さなお堂内

に安置されている。このお堂の北側に二基の板碑がある。

一基は、 キリ ー ク（阿弥陀如来）で他の一基は阿弥陀種子三尊板碑である。
種子三尊板碑には「正安元年已亥十二月十七日」の紀年銘がみられる。 この板碑については「福島

県史」「福島市史」にも記録されてあり、使用石材は俗にいう「御山石」で石質が硬いためか、薬
研彫りは浅いが鋭い、

種子にも規格されない柔軟性があり、よく時代の特徴がみられる。

無紀年銘の阿弥陀三尊種子板碑も、筆法が正安板碑とよく似ており同年代のものであろう。阿弥

陀如来、勢至菩薩、 観世音菩薩の来迎仏と浄土信仰をよくあらわし、使用石材は安山岩で福島市内
の板碑でも初期に属するものである。

亀 ケ 城 遺 跡

1 遺跡の種別

2 所 在 地

3 調査担当者

4 遺跡の概要

信夫小次郎居館の伝説のある亀ケ城遺跡は古代の須川と荒）IIとの合流点、この二川の氾濫原にあ

館跡・土師・須恵散布地

福島市吾妻町大字前島字亀ケ城

田 中 正 能

る標高100mの小高い丘陵にある。現在果樹園、 野菜畑、 宅地になっている。

果劉園造成、 家屋新築の際の土師・須恵の完形品、 焼米など出土し ている。

館跡は、不規則な形であるが、 約2 haにもおよび、外周には8 ~ 10 mの周濠痕跡が確認され

る中世の乎館跡である。

北西隅に 2 m x3 mのトレンチを設定する。表土 O. 2 mの下に 0. 05 ~ O. 1 mの焼土、灰土層が

あり、 それ以下は褐色粘土層となっている。この層より土師・須恵数片が検出されている。

このトレンチの南に 1 m x  3 mのトレンチを設定し たが、 表土下 O. 6 mで土師・須恵片の検出が
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あ っ た。
本調査は、 測 巌 を 中心として記録保存 を重点 にし工事と併行して発掘調査 を す る。

発掘工程は測量、 現状撮影、樹木伐採、抜根、 柱 穴および柵列の発見 に つとめる。

長 者 屋 敷 遺 跡

l 遺跡の種別

2 所 在 地

3 調査担当者

4 遺跡の概要

土師 ・ 須恵散布地

福島市信夫町大 字平石字長者屋敷

田 中 正 能

福島盆地の南西隅、吾妻山系の 山 ろ く の突端部 、 平地 に 接 す る小さ な丘陵上の西側 にある。 この

遺跡は約 1.000 叩に わ た っ て、 土師・須恵の散布がみられる。

現在桑畑、野菜畑などにな っ ているが、 中心部とみられ る桑畑0.1 ha を 南北に 5 ヶ所0. 5 m X 

0 .  5 m、 深さ 1mの ピ ッ ト を 設定したが遺 物、 遺構はみられ なか っ た。

今後工事進行中遺構の発見があれば、 本調査 を す ることにしたい。

l 遺跡の種別

2 所 在 地

3 調査担当者

4 遺跡の概要

菩
E

‘、‘、 水 遺 跡

縄文散布地

福 島 市松川町大 字関谷 字清水

田 中 正 能

俗称、イ ソ クボとよばれ、 吾妻 、 水 原 山系ののびた小さ な 丘状台地上の水田地帯の西方に ある遺

跡で1 ha に わたり縄 文 が散布して いる。 地下の粘土層 中 より、 石英、 石灰岩の異形の小型石塊

が出土しているが、 旧石器 に類似した石器 も 検出さ れている。破砕面 、 打砕面 の痕跡ある石器はな

いが注 目 す べき遺跡であろ う 。圃場整備工事 や東北縦貫 自 動車道の土取場と も な れば調査 も 必 要で

あろ う 。
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1 遺 跡 の 種 別

2 所 在 地

3 調 査 担 当 者

4 遺 跡 の 概 要

平 山

縄文散布地

福島市松川町関谷字乎山

田 中 正 能

遺 跡

水原山系 の突端部 に あ る 平山部落 の東南 に あ る遺跡 で、 現在麦畑、 野菜畑 と な っ て い る 。 約 1 h a  

に わ た る 畑 よ り 、 細文中期以降 の土器片 、 石 ヒ 、 石槍、 石鏃 、 石斧な ど が検出 さ れ て い る 。

以前の開墾時 に は 、 炉跡 に あ っ た と み ら れ る焼石 も あ り 、 住居跡 の 存在 も 確認 さ れて い る 。

本調査は 1 m X 10 m の ト レ ンチ 3 ~ 4 本設定 し 、 住 居跡が発見 さ れれ ば 、 そ の場所 を拡大 し た い 。

畑 な の で、 普通 の用 具 と ペ ル コ ン が あ れば調査 で き る 。
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東 北 縦 貫 自 動 車 道 関 連 公 共 事 業 地 内 遺 跡 一 覧

1. 西白河 郡西郷村

遺跡番号 名 称 所 在 地

西 1 下 西 平 遺 跡 小 田倉字下西乎

2. 郡 山 市

郡 1 I 上 牛 庭 遺 跡 I 安積町字上牛庭

3. 安達郡本宮町

1 95 3  宮 下 遺 跡 仁井田 字宮下

1 9 5 2 寺 下 遺 跡 仁井田 字寺下 25

1 9 6 0 五 百 JI I 遺 跡 荒井字新 介

1 94 1  片 面 山 遺 跡 青 田 字片面 山

1 9 3 9 東 宮 古 墳 群 II 西万風

1 9 3 7 孫 市 遺 跡 II 大師堂 66

4 安達郡大玉村

1 98 0  供 義 壇 遺 跡 大山字供養壇

1 97 9  北 畠 遺 跡 II 北畠

種 別 地 目 遺 跡 の 概 要

散布地 田 鈴木貞三氏宅 （ 大字小田倉字下西
平 ） 西方 80 mの水 田 ： 石器 、 縄
文出土

散布地 I 畑 I 鈴木英夫氏宅 （ 大字上牛庭 ） 前 の
畑 ： 縄文 、 土師出土

散布地 畑 宮下部 落西方 の台地 ： 石器、 土師
須恵出土

II II 寺下部落 よ り 五百 川 岸 の 間 ： 石器
縄文出土

II II 国鉄五百川駅付近 ： 土師出土

II 田畑 帳付神社西北 ： 開 田 時土師出土

II II 帳付神社東方 200m : 墨書銘土
帥器出土 、 墳丘確認 で き ず 、 墳跡

II 宅地 孫市町営住宅 南 ： 士師 �恵器住宅
建 設時出土

散布地 田 字高久佐 々 木平ー氏宅東方の水田
： 縄文晩期 の 土器 出土

II II 供養壇遠 跡 の 南 200m ： 縄文前期
の土器出土

- 1 2 -
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遺跡番号 名 称 所 在 地 種 別 地 目 遺 跡 の 概 要

1 9  7 8 天 岩 遺 跡 大 山字天岩 散布地 田 北畠遺跡南方 400 m の水 田 、 土師
後期 の 出土

1 9 7 7  藤 ノ 木 遺 跡 II 杷山 II ” 大山小学校北の水 田 ： 土 師 出士

1 9 8 5  仲 ノ 内 前 遺跡 II 大志茂 ” ／／ 大 山 小学校北東約 300 m 仲 ノ 内部落
東方 の水田 ： 弥生 、土師 、 石製模造品
出土

1 9  7 2 谷 地 古 墳 II 谷地 古墳群 田 畑 大山 小学校敷地 ： マ ウ ン ド は な い が
宅地 主体部 は地表下 ら し い 、 埴輪出土

1 9 8 8  破 橋 遺 跡 II 破橋 散布地 田畑 破橋部落の東 200 m の水 田 と 畑 と の

中間 ： 弥生 、土師 、住居跡心方錘車出土

1 9 8 4  久 遠 壇 古 墳群 II 仲島 古墳群 畑 大山小学校北西約 150 rn の畑 ： 土師
埴輪片 出土

1 9 9 7  玉 貫 遺 跡 II 玉貫 散布地 ／／ 菊地吉右衛門氏宅（ 字玉貫、 東北本線
西側 ） の 東 の畑 ： 弥生土師、 須恵出
土

大 1 仲 島 遺 跡 II 柿崎 II 田 柿崎部落南方 200 m の水 田 ： 開 田 時
‘ ‘̀  ̀

弥生住居跡、 土器、 石器出土

大 2 諸 田 遺 跡 II II 畑 旧 国道大山農協倉庫西 300 m に あ る
宅地 諸 田部落産土神 、三渡神社付近 ：土師

須恵 出土

大 3 壇 古 墳 大 山字壇 古 墳 山林 東北本線 の東側、 大玉とに宮町 の境 の
畑 小丘 ： 石室露出、 埴輪出 土

1 9 9 1  金 山 古 墳 II 地蔵堂 ／／ 山林 東北本線西方本宮 と の境 ： 弥生 、 埴
畑 輪出士、 （家形埴輪）、 近 く に馬乗地古

墳が あ る

1 9  9 2 産 土 古 墳 群 II ／／ 山林 金山古墳西方 100 m の 台地上、 埴輪
宅地 出土

1 9 9 6  傾 城 古 墳 II 愛宕10 II 山林 大玉村東端旧 国道 と 阿武隈川 の間 ：
全長42 m 、 高 さ 5 m の前方後 円墳、
陪墳 あ り

大 4 山 崎 遺 跡 II 山崎 II 畑 大河 内伝次郎氏宅周辺 の 畑 ： 大 き い
縄文土器片出土す る 。 焼石 、 焼土 も
併 出 し て い る
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遺跡番号 名 称 所 在 地 種 別 地 目 遺 跡 の 概 要

大 5 上 の 台 遺 跡 大 山字中林 散布地 畑 くぬ ぎ 山 丘陵東端上 の台墓地 の周
辺 の畑 ： 縄文 、 土 師 出土

2 0 0 8  六 社 山 古 墳群 II 六社山 古 墳 II 大山中学校南、 岳湿泉 へ の 県道南
（ 忠霊 塔 ） 付近 に 円墳 2 基 あ る 。

径1 0m高 さ 1m

2 0 0 5 花 林 古 墳 群 II 花林 3 II II 大 山小学校北西台地 に 2 基 の 円墳
径 1 0m高 さ lm、 周 辺 よ り 土師
須恵片 散布 して い る 。

大 6 館 遺 跡 玉 の井字館1 68 散 布地 II 玉 の井城跡 と い われ て お り 一部 に
濠跡が残 っ て い る 。 周 辺 よ り 土師
縄文片 散 布 し て い る

大 7 柳 内 遺 跡 II 東町1 5 の 1 II II 竹 田 鳥蔵氏宅南 の畑 一帯 に土師、
須恵片 が散布 す る 。

大 8 堂 林 遺 跡 II 堂林 72 II II 大玉村 の 東南、 本宮町 と の境近 く
に あ り 安達太郎川 の両岸段丘の畑
縄文、 土師 、 須恵敢布

大 ， 不 動 滝 遺 跡 ” 不動滝 II II 堂林遺 跡 の北方1 00mの畑 （ 渡辺
和夫氏宅南 ） 縄文 、 土師散布

大 1 0 三 島 遺 跡 大山字新三島 II 田 現在水 田 に なっ て お り 土師片 の散
布少ない

大 1 1 行 屋 遺 跡 A II 行屋 7 II 畑 大玉村役場北 500mの畑 ： 土師出
土

大 1 2 行 屋 遺 跡 B II II II 大山 中学校南の 丘陵 の畑 ： 土師散
布

大 1 3 前二 子 塚 遺 跡 II 小次郎内 51 II II 二子塚古墳 の 東 に あ り 土師 片 散布

2 0 1 2 住 吉 遺 跡 II 住吉 7 II II 緩煩斜 の台地 で畑 にな つ て い る ：
宅地 土師散布

大 1 4 長 瀞 遺 跡 II 長瀞 II 田 開 田 時 、 多くの住居跡 と 土 師 器 が
出土 しているが 、 現在散布 は み ら れ
ない。

2 0 2 2  大 壇 古 墳 群 II 大 壇 1 63 古 墳 畑 玉 の井小学校裏 山 の 丘上 2 基 の 円
墳現存、 近くの 1 基 よ り 土師器 、
鉄片 出土 し て い る
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遺跡番号 名 称 所 在 地

大 1 5 阿 弥 陀 免 古墳 I 玉の井字境 口古 墳 畑

選 跡 の 概 要

径 20 mの円墳があり、 土師器片散
布している

5 福 島 市

20 9 3  清 水 遺 跡 松川町関谷字清水 散布地 畑 開田時土師出土

2 0 9 5 赤 貝 森 遺 跡 II 小 池 字赤貝森 ” II 縄文、 須恵出土

福 1 信 夫 隠 遺 跡 II 乎石字信夫隠 II II 福島交通柿湯バ ス 停留所東方 ： 焼
石、 焼土出土

2 1 0 9 雷 電 前 遺 跡 II 字雷電前 散布地 II 雷電前 10 付近の畑、 土師、 須恵
出土

福 2 長 者 屋 敷 遺跡 II 字長者屋敷 II II 雷電前の墓地 と 乎石神社の間 、 土
師出土

福 3 浜 田 板 碑 吾妻町字浜田 板 碑 II 稲荷神社境 内 にある。正安元年已
亥 ( 1 299 ) の年号あ り

福 4 亀 ケ 城 遺 跡 II 前島字亀ケ城 館 跡 II 国道11 5 号線浜田部落北 500m土
師、 須恵出土、館跡 と 思われる。

◎新発見の遺跡の遺跡番号 に は 、 仮番号を付してあります。
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ぁ と が き

東北縦貫 自 動車道の建設工事計画に併行して、西白 河 郡西郷村、安達郡大玉村は じめ自 動車道沿線

各地 の市町村 で、圃場整備計画がすすめられ、 そ の 一部は本年度 よ り 工事が行なわれ ています。

この中 で昭和 4 5 年度中に工事が実施さ れ る地 域 の 遺跡所在調査 ・ 予備調査を行 ないました。

こ れ らの地域 の遺跡総数は 46 を数え、この う ち予備調査を実施した遺跡は 20 か所であ り ます。

この 調査に動員さ れ た延人員は県関係 ・ 調査員 ・ 調査協 力員 ・ 地元地教委関係 ・ 人夫合わせ て 144 人
調査延 日 数は 43 日 を 費 や し 、 調査に 400, oob 円を要してお り ます。 予備調査は、坪堀 り 程度 の部分調
査を主に行ないましたが、 と ころによっ ては地 主 の承諾がな く 、 充分な資料が得られない と ころ も あ
り ました。

東 北 縦 貫 自 動 車 道 関 連 公 共 事 業 地 内

埋 蔵 文化 財 調査 員 名 簿

氏 名 住 所 所 属 備 考

田 中 正 能 郡山市赤木町 247 国鉄郡山機関区 福島県文化財専 門委員

小 滝 利 意 会津若松市 門田町黒岩丙 63 会津若松市役所観光企業課 日 本考古学協会員

渡 辺 一 雄 い わき市乎泉崎字辻道 20 いわき市立草野中学校 II 

永 山 倉 造 須賀川市北町 72 須賀川市 教育委員会 発掘技術者研修会修了

菅 原 文 也 いわき市乎鍛治町 22 いわき市立第一小学校 ” 
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